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F 9 「食事Jづくりと意識した調扉数二育の試み（その6）

　自炊女手学生の食事づ＜リ過渡の変態

高短大ic育　〇針をI暇子女子栄養大足立己幸

〔(社)日本家政学会

　目的　これまでヽ、自炊を子学tの場合、大営就学前にｒ食事｡、ブ＜リ経験のある者（家

族の食事を計画し、材料調進、調m、供食、後片ブけといっtz一サイクルを遡4-日以上し

てきrこ）は、ない者に比して、調理識や料理の組み合せ15 （献立）についての情報量加冷

く斥岐にわ犯っていること、日常作、て食べている料理や食事も今壇今様てヽ･あるこ乙、従

って。食事の内容ほ相対的にてヽヽはある加良いこと、加明らthになっre。

　そこでヽ、本報てヽほ.食事左哲画マる時とヽんなことを考えて内容を:きめるのか、その手唄、

調理去やもりつけはとヽヽのようにしているのか､、等その食導ブくり廼程を明らかにし、^食

喜』ブくり経験<n 有黙の、主として調理改術面への句集を検討寸ろ。
　方法調査対象　高知大学教育学都までヽ家蕪科概論を講生のう古自炊女子蓉iM名、調

査期闇　1^81、12、調査内容・方法　大学就学前・後の食事プくリ状況、食券内容・その

調理急程、等について、調査軟を雁い自己le入法（回ほ時、個別に面捲し内容を複認｀）。

　結果　「食事」づくリ経験のあろ群（肪名）と、ない群（34,名）との闇で｀、主に次の点、

V'差加みられ化。の食滞S計lllすろ際に考慮する内容は、) /､当り平均約?項目でヽほぽ同

じだ哨ヽ、最も勾くの人かヽ考胤する内容は膚群『材料』聴群ｒ栄養aてヽ群間差加あっre. R

食事ブ＜リ鳶縁での、食材料の用I)方、調理まの組み合せ方、IS理時闇と手間の組合せ方、

調理尋嘆、もりつけ・配膳、等とりあiヤ氏細擢孤術のI) Tれの面に剔)ても、－がブほぼ

適可に食専プくりとしている者の割合び勿む卜た。最も顕者に%. かヽみられたのII.調理手

噸でヽ隻t寸である者加肩群^％、無料･21 % てヽヽ廊意に差ひヽ､みられTz（?く0､OS）・
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